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調 査 名 千葉市立川戸小学校エレベータ設置土質調査業務委託
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地表部20㎝程度砕石敷設以深黒ぼく主体の人工
地盤である。盛土 暗褐灰

黒ぼく主体の旧表土で、目視による含水少
ない。

旧表土、
黒ぼく 黒褐

多孔質なロームである。
目視による含水少ない。
スコリアをごく少量混じる。
粘性中位である。

ロ－

ム

茶

褐

中

位

粘土分を一様に混じり、5.30ｍ付近に中
砂、粗砂およびφ2㎜程度の礫をごく少量
混じる。

粘土質細
砂

褐

灰

緩

い

中砂および粗砂を多少混じる。
φ7㎜位までの亜円礫をごく少量混じる。
粒径不均一である。
目視による含水やや多い。

細
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灰

緩
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貝殻破片を一様に分布し、目視による含
水中位である。

貝殻混じ
り細砂

暗黄
灰

中

位

貝殻破片をごく少量混じる。

11.00ｍ以深徐々に硬くなり、見かけの含
水も少なくなる。

貝殻破片をごく少量混じる。

11.00ｍ以深徐々に硬くなり、見かけの含
水も少なくなる。

シ

ル

ト

暗

灰

柔

ら

か

い～

硬

い

砂の粒径均一である。
粘土分を不規則に少量混じる。
目視による含水やや多い。

粘土混じ
り細砂

黄

灰

中

位

砂の粒径均一である。
目視による含水中位である。
16.35ｍ以深目視による含水少なくなる。

細
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暗
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中

位

砂の粒径均一である。

浮石をごく少量混じる。

19.00ｍ付近よりシルトを付近一に多少
混じり、半固結状を示す。

目視による含水少ない。

砂の粒径均一である。

浮石をごく少量混じる。

19.00ｍ付近よりシルトを付近一に多少
混じり、半固結状を示す。

目視による含水少ない。
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および結果

孔内水平載荷試験
Em=6966(kN/㎡)

試料採取

深

度

(m)

5.15

5.45

7.15

7.45

10.00

10.80

13.15

13.45

15.15

15.45

試

料

番

号

1-1

1-2

1-3

1-4

1-5

採

取

方

法

○-

○-

○T

○-

○-

室
内
試
験

(

 
 
 

)

土密
含水
粒度

土密
含水
粒度

物理
力学

土密
含水
粒度

土密
含水
粒度

掘

進

月

日

10

23

10

24

孔
内
洗
浄
水
位




